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患者の権利 

医療法人松翠会 森園病院

広報紙 

２０1７年５月３１日 ＮＯ．2６号 

＜理  念＞ 

地域を愛し、安全で安心な医

療を提供します。 

＜基本方針＞        

・信頼される医療 

・適正な療養環境 

・リハビリの充実 

 

 

 

  

 
 私の通勤経路には小学校や中学校があり、子供たちが 

登校する横断歩道がいくつかあります。 

低学年から先に渡り、最後の背の高い子が車に向かって 

深々と頭を下げて礼をするところもあれば、大人が旗を 

持ち子供たちが渡り終えると旗を下げて車を通すわけです 

が、旗の上げ下げだけのところもあります。 

 ほんの数分間の出来事ですが、どちらの子供たちにとっ 

ても毎朝繰り返される行為です。子供たちが成長したとき、この習慣はどのような変化や 

思い出として残るのでしょうか。未来のまちの姿は、毎日の小さな行為や言動が積み重なり、 

常に何かを得て何かを失いながら出来上がっていくような気がします。 

 このことは、当院にあてはめた場合も全く同じだと思っています。地域に信頼され、そして 

選ばれる病院となるため、患者様に寄り添い、職員一人一人がプロとしての自覚を持ち、毎日

の積み重ねを大事にして業務を遂行することが大切だと考えています。 

 また、絶えず誰かがやらなければならないことがあります。誰か他の人がやってくれるだろ

うといった気持ちでいてはいけません。確かに一人では何もできませんが、一人が始めなけれ

ば何事も始まらないわけで、それぞれの持ち場で精一杯努力する姿勢を持ちながら取り組んで

いくことも重要だと感じています。 

 今後も、患者様の声に耳を傾けながら職員が心を合わせて前進しますので、多数のご意見を

お聞かせください。 

・ 誰でも適切な医療を公平に受けることができます。 

・ 病状と経過、治療内容等について十分な説明を受ける

ことができます。 

・ 検査や治療または医療機関の選択を自らの意思で決

定することができます。 

・ 個人情報の保護を受けることができます。 

 

 

医療法人 松翠会 森園病院 

事務長 春田 修一 



病院機能評価受審の振り返り 

 

森園病院 事務顧問 藤井 豊孝 

2016 年 11月 24日、その日はやってきた。3人の審査員、サーベイヤーと呼ばれる人が玄関に現れた。 

看護部長とともに、丁重に出迎える。早速、会場に案内して審査の流れを確認、資料の差し替えを依頼 

される。サーベイヤーの打ち合わせの後、いよいよ審査が始まる。20数人の職員が控える中、まずは 

院長より病院の紹介。全員が緊張しているのが伺える。 

第 3回目の機能評価受審は、2年前から本格的に取り組みに着手。前回の更新受審が病院の新築工事に 

より 1年遅れたため、今回は準備期間 4年。それでも vr6 から大幅に改正され、審査項目は 3分の 1に 

なり、やや安心感があった。さらに、前回の教訓を活かして継続していれば、すんなりいくと踏んで 

いたが・・・。審査項目は減ったが、各項目の内容がかなり濃くなっていた。 

受審の 1年前から、職員の奮闘が始まった。特にケアプロセス（入院患者様の中から選んだ方に 

ついて、受診から退院までの経過を問う）において、直前まで対象となる患者様が決まらず、看護部は 

苦労した。看護部ほか関係部署では想定質問を繰り返し討議し、記録や書類の確認、マニュアルの改正 

に、多大な時間と労力を費やした。医療安全管理や感染対策の担当も、日常業務を行いつつ、本当に 

頭の下がる取組をしてくれたと感謝したい。 

一方事務では、機能評価機構との打ち合わせや、事前報告書類（これが審査の基となる）の作成に 

手を焼いた。各部署の協力により自己評価を含め提出が済んだのは、締め切りぎりぎりだった。そして 

届いたのが 20数か所の修正。一つ一つ整合性を見ながらつぶしてゆく地道な作業。その間に受審当日の 

スケジュールを作らなければならない。全職員が共通の回答ができるように情報を共有しなければ 

ならない。まさに、受審 2ヶ月前には飽和状態だった。 

「必ず修正事項はある。1発で合格するなら受審する必要はない。今やっていることを素直に出そう」 

など、ことあるごとに言っていたが、さて受審から 2ヶ月経って機能評価の報告サイトを見てみると、 

「修正事項はありません」 「うん？合格？」・・・なんと 1発で合格！ 

「みんなよく頑張ったから、よかった！」 全員の喜ぶ顔が目に浮かぶ。その日の院内研修会の前に 

発表すると、全員が拍手。よく頑張ったと思わず胸が熱くなる。 

 5 年後は更新受審することになると思われるが、今回から中間報告が必要になる。受審のための 

一時取組ではなく、継続して実施しているかが問われる。 

 「信頼される医療」を目指す上では、これからも向上していかなければならない。 

終わりに 

一人一人の職員が自分の時間を見繕って真剣かつ精力的に取り組んだことと 

医師の分野が一番の懸念材料だったが、副理事長に精力的に動いていただいた上に、サポートして 

いただき、クリアできたことを感謝とともに付け加えたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい仲間が増えました。＜平成２９年４月１日以降採用＞ 

 
所属：事務室 

氏名：田中 圭亮 

採用：８月１日 

趣味：テニス、散歩 

 

 

  

 

 

  

  

 

氏名：東郷ゆきえ 

職種：医療事務 

初めてのことばかりで皆様には何か

とご迷惑をおかけするかと思いますが、 

精いっぱい頑張りますのでよろしくお

願いします。 

 

 

氏名：吉永厚子 

職種：医療事務 

 長年培った経験と知識を少しでも活

かすことができたらと思います。よろし

くお願いします。 

 

氏名：下橋さやか 

職種：社会福祉士 

 社会人としてもソーシャルワーカー

としてもまだまだ未熟ですが、これから

何事にも一生懸命励みたいです。 

また、連携室の名の通り様々な職種・患

者様・ご家族と繋がっていきます。 

氏名：川原広大  

職種：言語聴覚士 

 右も左も分からずご迷惑をおかけし

ますが、患者様の言語・認知・嚥下面へ

しっかりアプローチしていけるように

がんばってまいります。よろしくお願い

します。 

氏名：原崎大志 

職種：理学療法士 

 4 月に就職し、まだまだ慣れないこ

とばかりですが、様々なことを吸収し

て患者様のために貢献したいと思いま

す。多くの視点から患者様のことを考

えられる理学療法士を目指します。 

   

氏名：梶原由香 

職種：看護師 

患者の立場に立った声掛けやケア、配

慮を大切にして看護をしていきたいと

思います。まだ慣れないこともあり、皆

様にご迷惑をおかけしていますが、健

康管理に気を付けながら頑張っていき

たいと思います。 

 

氏名：徳留成美 

職種：看護師 

私にとって今年はチャレンジの年で

す。早速、フラダンスも始めました。自

分を成長させる良い機会なので、学べ

ることに感謝し日々努力したいです。 

あいさつと笑顔を忘れずに！ 

 

氏名：森元行美 

職種：看護助手 

私は看護専門学校へ行きながらパート

として働かせてもらっています。学業

と仕事の両立はとても大変ですが、楽

しく仕事をさせてもらっています。こ

れから看護師を目指す上で少しでも先

輩を見て学びながら働いていきたいで

す。 

 

氏名：田代糸美 

職種：看護助手 

 看護助手になって 1 か月が経ちまし

た。色々なことを覚えるのは大変です

が、頑張って迷惑をかけないようにし

たいです。 



◇◇◇    みんなの広場    ◇◇◇ 

 

 

 

 

☆外来診察担当医表☆          平成２９年６月１日現在 

   内 科 整 形 外 科 

 
午     前 

（９時～12時 30分） 
午     後 

（14時～17時 30分） 
午     前 

（９時～12時 30分） 
午     後 

（14時～17時30分） 

月 江畑  浩之 福山 一  
山元  典明 
福元 銀竜 ※予約外来 

福元  銀竜 

火 青崎 眞理  内山 道正     
福山 一（１６時まで） 

江畑 浩之（１６時～） 
山元 典明 

休 診 

※ 外来リハビリの患者様の

み 

水 江畑  浩之  宮良 潤  平井 雅人  宮良 潤 福元 銀竜 

    山元 典明 
※ 手術・学会等で変更有 

 

木 平井 雅人  青崎 眞理 
  潟山  浩昭 
  竹迫 賢一（※漢方外来） 

山元 典明 
休 診 

※ 外来リハの患者様のみ 

金 江畑 浩之  内山 道正 
久米村寛大（１６時３０分まで） 

平井 雅人（１６時３０分～） 
福元  銀竜 ※予約外来 山元  典明 

土 平井 雅人  福山 一 休 診 
山元 典明 福元 銀竜 

(隔週交替) 
休 診 

※ 手術や学会などで、診察日が変更になる場合がございます。 

5月の花粉症 

 日本では、1年間に花粉症の症状を起こす花粉が、60種類以上にもなると言われていますが、 

5月の花粉症の原因は主にヒノキと黄砂です。 

ヒノキの花粉でアレルギーを起こす方は、スギの花粉アレルギーを持っている方がほとんど 

です。5月の花粉症の 8割ほどはスギとヒノキです。そして、5月には黄砂も飛んでいますので、花粉症だけ

でなく黄砂のアレルギーも問題視されています。黄砂は、中国の砂漠の砂が上空に巻き上げられ、偏西風に

乗って日本まで飛んできます。黄砂の粒はスギの花粉より小さいので遠くまで運ばれます。 

スギ：0.03mm 

黄砂：0.004mm 

この粒の大きさの違いが遠く中国から飛来する理由です。 

花粉症ピークの 5月に飛来するため、花粉症の症状と間違うことも多いです。 

黄砂の症状は乾いた咳が増えますが、花粉症の咳とは少し違います。 

実はアレルギーのような症状を起こすのは黄砂が原因ではなく、黄砂に公害物質や細菌が付着しているた

め、黄砂アレルギー（健康被害）で咳や喉の痛み、肺炎や頭痛などの症状を起こします。 

特に、肺まで侵入した黄砂は、血液によって体中に運ばれて細菌感染を起こすことがあります。その他に

も、肝臓・毛細血管・目の角膜にも悪影響を及ぼします。 

黄砂の対策は花粉症の対策と変わりませんが、花粉より粒が小さいのでマスクは小さな粒も防ぐ医療用など

を使用すると良いでしょう。 


